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１ 令和７(2025)年度補正予算概要

【水 道 事 業 会 計】

(1) 補 正 事 項

事 項 補 正 額 備 考

千円 一般会計負担金（収益的収入）の増 226千円
他 会 計 負 担 金 236

一般会計負担金（資本的収入）の増 10千円

土地売却益の増 38,457千円
収 固定資産売却収入 41,307

土地売却代金の増 2,850千円

原水及び浄水施設事業費企業債の減 △ 53,500千円

企 業 債 105,900 配水施設事業費企業債の増 165,100千円

東部地区水道施設事業費企業債の減 △ 5,700千円

国 庫 補 助 金 6,892 国庫補助金の増 6,892千円

入 工 事 補 償 金 △ 222 工事補償金の減 △ 222千円

計 154,113

給与改定による増加分 26,846千円
給 与 費 6,732

職員の変動およびその他の増減分 △ 20,114千円

消費税及び地方
支 △ 18,720 消費税及び地方消費税納付税額の減 △ 18,720千円

消費税納付税額

雑 支 出 2,500 その他雑支出の増 2,500千円

原水及び浄水施設事業費の減 △ 63,949千円
水 道 事 業

129,235 配水施設事業費の増 203,868千円
建 設 改 良 費

東部地区水道施設事業費の減 △ 10,684千円

温 泉 事 業
出 △ 1,232 温泉供給設備事業費の減 △ 1,232千円

建 設 改 良 費

計 118,515

(2) 収益的収入及び支出

収 入

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

水道事業収益 4,901,211 38,683 4,939,894

水 道 事 業
4,515,098 226 4,515,324 一般会計負担金を補正

営 業 収 益

特 別 利 益 3,878 38,457 42,335 固定資産売却益を補正
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支 出

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

水道事業費用 4,718,662 △ 16,904 4,701,758

給料，手当等，賞与引当金繰入額，
水 道 事 業

4,398,509 △ 1,309 4,397,200 法定福利費，法定福利費引当金繰
営 業 費 用

入額および退職給付費を補正

給料，手当等，賞与引当金繰入額，
温 泉 事 業

85,895 625 86,520 法定福利費，法定福利費引当金繰
営 業 費 用

入額および退職給付費を補正

納付税額およびその他雑支出を補
営 業 外 費 用 190,431 △ 16,220 174,211

正

当年度純損益 △ 388千円

(3) 資本的収入及び支出

収 入

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

資 本 的 収 入 2,206,415 115,430 2,321,845

企 業 債 1,804,200 105,900 1,910,100 企業債を補正

固 定 資 産
14 2,850 2,864 固定資産売却代金を補正

売 却 代 金

国 庫 補 助 金 137,500 6,892 144,392 国庫補助金を補正

他会計負担金 67,248 10 67,258 一般会計負担金を補正

工 事 補 償 金 181,703 △ 222 181,481 工事補償金を補正

支 出

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

資 本 的 支 出 4,253,612 135,419 4,389,031

水道事業建設改良費および温泉事
建 設 改 良 費 3,028,765 135,419 3,164,184

業建設改良費を補正

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額2,067,186千円は，当年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額238,524千円，過年度分損益勘定留保資金632,959千円及び当年度分損益勘定留保資金

1,195,703千円で補てんするものとする。

当年度財源過不足額 △ 307,187千円

累積財源過不足額 3,110,528千円
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(4) 継 続 費

補 正 前 補 正 後

事 業 名 松倉取水場整備事業 （削る）

総 額 580,166千円

年 割 額 令和 7年度 20,066千円

令和 8年度 560,100千円

事 業 名 松倉取水場整備事業 （削る）

総 額 241,716千円

年 割 額 令和 7年度 27,743千円

令和 8年度 213,973千円

事 業 名 赤川低区浄水場整備事業 事 業 名 赤川低区浄水場整備事業

総 額 1,508,693千円 総 額 1,415,801千円

年 割 額 令和 7年度 319,420千円 年 割 額 令和 7 年度 301,158千円

令和 8年度 681,072千円 令和 8年度 642,784千円

令和 9年度 508,201千円 令和 9年度 471,859千円

事 業 名 赤川低区浄水場整備事業 事 業 名 赤川低区浄水場整備事業

総 額 308,477千円 総 額 302,075千円

年 割 額 令和 7年度 20,475千円 年 割 額 令和 7 年度 20,464千円

令和 8年度 251,856千円 令和 8年度 245,465千円

令和 9年度 36,146千円 令和 9年度 36,146千円

事 業 名 旭岡浄水場整備事業 事 業 名 旭岡浄水場整備事業

総 額 84,875千円 総 額 74,983千円

年 割 額 令和 7年度 9,726千円 年 割 額 令和 7 年度 8,067千円

令和 8年度 75,149千円 令和 8年度 66,916千円

事 業 名 南茅部地区水道施設整備事業 事 業 名 南茅部地区水道施設整備事業

総 額 135,751千円 総 額 129,868千円

年 割 額 令和 6年度 4,168千円 年 割 額 令和 6 年度 4,168千円

令和 7年度 131,583千円 令和 7年度 125,700千円

事 業 名 南茅部地区水道施設整備事業 事 業 名 南茅部地区水道施設整備事業

総 額 78,629千円 総 額 75,139千円

年 割 額 令和 6年度 1,549千円 年 割 額 令和 6 年度 1,549千円

令和 7年度 77,080千円 令和 7年度 73,590千円

(5) 企 業 債

補 正 前 補 正 後

限 度 額 1,804,200千円 限 度 額 1,910,100千円
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(6) 業 務 の 予 定 量

主要な建設改良事業

補 正 前 補 正 後

水 道 事 業 配 水 管 4,665メートル 水 道 事 業 配 水 管 5,067メートル
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参考資料

令和７(2025)年度函館市水道事業会計予算（補正後）

(1) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

水道事業収益 4,939,894 水道事業費用 4,701,758 内部留保資金（減価償却費等）

水 道 事 業 水 道 事 業4,515,324 4,397,200 1,521,863千円営 業 収 益 営 業 費 用
温 泉 事 業 温 泉 事 業87,108 86,520営 業 収 益 営 業 費 用
売 電 事 業 売 電 事 業53,743 34,889営 業 収 益 営 業 費 用

営業外収益 241,384 営 業外費用 174,211

特 別 利 益 42,335 特 別 損 失 938

予 備 費 8,000

差 引 238,136

当 年 度 純 損 益 △ 388千円

(2) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資本的収入 2,321,845 資 本的支出 4,389,031 資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額 2,067,186千円

企 業 債 1,910,100 建 設改良費 3,164,184 は，
当年度分消費税及び地方消費税

出 資 金 15,750 企業債償還金 1,224,847 資本的収支調整額
238,524千円

固 定 資 産 2,864 過年度分損益勘定留保資金売 却 代 金
632,959千円

国庫補助金 144,392 当年度分損益勘定留保資金
1,195,703千円

他会計負担金 67,258 で補てんするものとする。

工事補償金 181,481

差 引 △2,067,186

△ 307,187千円当年度財源過不足額

3,110,528千円累積財源過不足額
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【 】公共下水道事業会計

(1) 補 正 事 項

事 項 補 正 額 備 考

一般会計負担金（収益的収入）の減 △ 1,453千円千円

他 会 計 負 担 金 △ 1,705
一般会計負担金（資本的収入）の減 △ 252千円

管渠事業費企業債の減 △ 78,100千円

収 企 業 債 △ 106,900 ポンプ場事業費企業債の増 12,500千円

処理場事業費企業債の減 △ 41,300千円

管渠事業費交付金の減 △ 15,536千円
国 庫 補 助 金 △ 2,349

処理場事業費交付金の増 13,187千円

受 益 者 負 担 金 1,746 受益者負担金の増 1,746千円

入
工 事 補 償 金 △ 13,800 工事補償金の減 △ 13,800千円

計 △ 123,008

給与改定による増加分 12,620千円
給 与 費 △ 5,422

職員の変動およびその他の増減分 △ 18,042千円

消費税及び地方
支 9,625 消費税及び地方消費税納付税額の増 9,625千円

消費税納付税額

雑 支 出 △ 28 その他雑支出の減 △ 28千円

管渠事業費の減 △ 103,205千円

ポンプ場事業費の増 12,162千円
建 設 改 良 費 △ 119,466

処理場事業費の減 △ 27,103千円
出

その他固定資産費の減 △ 1,320千円

計 △ 115,291

(2) 収益的収入及び支出

収 入

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

下水道事業収益 7,999,846 △ 1,453 7,998,393

営 業 収 益 5,620,668 △ 1,453 5,619,215 一般会計負担金を補正

支 出

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

下水道事業費用 6,910,510 6,775 6,917,285

給料，手当等，賞与引当金繰入額,

営 業 費 用 6,396,880 △ 2,822 6,394,058 法定福利費，法定福利費引当金繰

入額および退職給付費を補正

納付税額およびその他雑支出を補
営 業 外 費 用 505,585 9,597 515,182

正

当年度純損益 986,324千円

6



なお，営業費用中管渠費の財源に充てるため，企業債17,500千円を借り入れる。

(3) 資本的収入及び支出

収 入

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

資 本 的 収 入 3,410,852 △ 121,555 3,289,297

企 業 債 1,680,800 △ 106,900 1,573,900 企業債を補正

国 庫 補 助 金 429,300 △ 2,349 426,951 国庫補助金を補正

受益者負担金 2,249 1,746 3,995 受益者負担金を補正

他会計負担金 1,242,786 △ 252 1,242,534 一般会計負担金を補正

工 事 補 償 金 37,780 △ 13,800 23,980 工事補償金を補正

支 出

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

資 本 的 支 出 5,841,602 △ 122,066 5,719,536

管渠事業費，ポンプ場事業費，処

建 設 改 良 費 2,087,385 △ 122,066 1,965,319 理場事業費およびその他固定資産

費を補正

資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額2,430,239千円は，当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額94,784千円，当年度分損益勘定留保資金1,317,645千円及び繰越利益剰余金処分額

1,017,810千円で補てんするものとする。

当年度財源過不足額 △ 31,486千円

累積財源過不足額 1,956,711千円

(4) 企 業 債

補 正 前 補 正 後

限 度 額 1,701,300千円 限 度 額 1,591,400千円

(5) 業 務 の 予 定 量

主要な建設改良事業

補 正 前 補 正 後

管 渠 事 業 下 水 管 渠 2,026メートル 管 渠 事 業 下 水 管 渠 1,969メートル
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参考資料

令和７(2025)年度函館市公共下水道事業会計予算（補正後）

(1) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

下水道事業収益 7,998,393 下水道事業費用 6,917,285 内部留保資金（減価償却費等）

営 業 収 益 5,619,215 営 業 費 用 6,394,058 1,317,645千円

営業外収益 2,379,178 営業外費用 515,182

特 別 損 失 45

予 備 費 8,000

差 引 1,081,108

当年度純損益 986,324千円

なお，営業費用中管渠費の財源に充てるため，企業債17,500千円を借り入れる。

(2) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資 本 的 収 入 3,289,297 資 本 的 支 出 5,719,536 資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する額2,430,239千円は，

企 業 債 1,573,900 建設改良費 1,965,319 当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

固 定 資 産
10,400 企業債償還金 3,744,417 94,784千円

売 却 代 金
当年度分損益勘定留保資金

国庫補助金 426,951 長期貸付金 9,800 1,317,645千円
繰越利益剰余金処分額

受益者負担金 3,995 1,017,810千円
で補てんするものとする。

他会計負担金 1,242,534

工事補償金 23,980

長期貸付金
7,537

返 還 金

差 引 △2,430,239

△ 31,486千円当年度財源過不足額

1,956,711千円累積財源過不足額
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【 】交 通 事 業 会 計

(1) 補 正 事 項

事 項 補 正 額 備 考

千円

他 会 計 負 担 金 △ 441 一般会計負担金（収益的収入）の減 △ 441千円
収

他 会 計 補 助 金 554 一般会計補助金（収益的収入）の増 554千円

入

計 113

給与改定による増加分 21,999千円
給 与 費 4,119

支 職員の変動およびその他の増減分 △ 17,880千円

消費税及び地方
29 消費税及び地方消費税納付税額の増 29千円

消費税納付税額
出

計 4,148

(2) 収益的収入及び支出

収 入

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

軌道事業収益 1,563,944 113 1,564,057

一般会計負担金および一般会計補
営 業 外 収 益 485,203 113 485,316

助金を補正

支 出

科 目 既 決 額 補 正 額 計 備 考

千円 千円 千円

軌道事業費用 1,685,265 4,148 1,689,413

給料，手当等，賞与引当金繰入額,

営 業 費 用 1,650,333 4,119 1,654,452 法定福利費，法定福利費引当金繰

入額および退職給付費を補正

営 業 外 費 用 31,865 29 31,894 納付税額を補正

当 年 度 純 損 益 △ 166,290千円

当年度財源過不足額 13,291千円

累積財源過不足額 29,127千円
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参考資料

令和７(2025)年度函館市交通事業会計予算（補正後）

(1) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

軌道事業収益 1,564,057 軌道事業費用 1,689,413 内部留保資金（減価償却費等）

営 業 収 益 1,078,741 営 業 費 用 1,654,452 345,986千円

営業外収益 485,316 営業外費用 31,894

特 別 損 失 67

予 備 費 3,000

差 引 △ 125,356

当 年 度 純 損 益 △ 166,290千円

(2) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資本的収入 446,700 資本的支出 654,039 資本的収入額が資本的支出額に

，対し不足する額207,339千円は

企 業 債 446,700 建設改良費 450,277 当年度分消費税及び地方消費税

資本的収支調整額

企業債償還金 203,762 40,934千円

過年度分損益勘定留保資金

15,836千円

当年度分損益勘定留保資金

150,569千円

で補てんするものとする。

差 引 △ 207,339

13,291千円当年度財源過不足額

29,127千円累積財源過不足額

10



２ 令和８(2026)年度予算概要

【 】水 道 事 業 会 計

(1) 業 務 の 予 定 量

ア 水 道 給 水 栓 数 126,789栓

イ 水 道 年 間 総 配 水 量 31,937,500立方メートル

ウ 水道一日平均給水量 87,500立方メートル

エ 温 泉 一 日 供 給 量 3,416立方メートル

オ 年 間 販 売 電 力 量 1,471,655キロワット時

(2) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

水道事業収益 4,862,729 水道事業費用 4,748,446 内部留保資金（減価償却費等）

水 道 事 業 水 道 事 業4,472,837 4,398,033 1,411,224千円営 業 収 益 営 業 費 用
温 泉 事 業 温 泉 事 業86,034 87,871営 業 収 益 営 業 費 用
売 電 事 業 売 電 事 業55,039 25,777営 業 収 益 営 業 費 用

営業外収益 248,819 営 業外費用 228,764

特 別 損 失 1

予 備 費 8,000

差 引 114,283

当 年 度 純 損 益 △115,619千円

(3) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資本的収入 1,988,749 資 本的支出 3,958,100 資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額 1,969,351千円

企 業 債 1,896,600 建 設改良費 2,726,727 は，
当年度分消費税及び地方消費税

他会計負担金 65,025 企業債償還金 1,231,373 資本的収支調整額
229,902千円

工事補償金 27,124 過年度分損益勘定留保資金
326,160千円

当年度分損益勘定留保資金
1,413,289千円

で補てんするものとする。

差 引 △1,969,351

△ 443,844千円当年度財源過不足額

2,666,684千円累積財源過不足額
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(4) 令和8(2026)年度 水道事業

ア 原水及び浄水施設事業

工 事 名 内 容

松 倉 取 水 場 整 備

令和 8 (2026)～ 9 (2027)年度 河川構造物改修工事
継続事業
総 額 596,009千円

松 倉 取 水 場 整 備

令和 8 (2026)～ 9 (2027)年度 電気計装設備更新工事
継続事業
総 額 241,724千円

赤 川 低 区 浄 水 場 整 備

令和 7 (2025)～ 9 (2027)年度 第1-1配水池更新工事
継続事業
総 額 1,415,801千円

赤 川 低 区 浄 水 場 整 備

令和 7 (2025)～ 9 (2027)年度 第1-1配水池機械電気計装設備更新工事
継続事業
総 額 302,075千円

赤 川 低 区 浄 水 場 整 備

令和 8 (2026)～ 9 (2027)年度 第1-1配水池更新工事監理業務委託
継続事業
総 額 4,140千円

旭 岡 浄 水 場 整 備

令和 7 (2025)～ 8 (2026)年度 配水池耐震補強設計業務委託
継続事業
総 額 74,983千円

事 業 費 1,019,630千円

イ 配水施設事業

番号 工 事 名 施 行 箇 所 管 径 延 長

mm ｍ
1 青 柳 １ 号 青柳町16～17 φ150 165

2 青 柳 ２ 号 青柳町9 φ150 215

3 豊 川 １ 号 豊川町13～15,24 φ100 150

4 千 歳 １ 号 千歳町23～27 φ150 155

5 大 縄 １ 号 大縄町5～9 φ150 200

6 追 分 １ 号 追分町5 φ100 240
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番号 工 事 名 施 行 箇 所 管 径 延 長

mm ｍ
7 亀 田 １ 号 亀田町10 φ200 100

8 堀 川 １ 号 堀川町4 φ150 15

杉並町6
9 杉 並 本 町 １ 号 φ200 205

本町26～28

10 五 稜 郭 １ 号 五稜郭町1～3 φ100 220

深堀町4
11 深 堀 駒 場 １ 号 φ600 285

駒場町1

12 駒 場 １ 号 駒場町8～11 φ100 80

13 花 園 １ 号 花園町20～22 φ150 245

14 花 園 ２ 号 花園町22～23 φ150 200

15 日 吉 １ 丁 目 １ 号 日吉町1丁目5～6 φ100 200

16 日 吉 １ 丁 目 ２ 号 日吉町1丁目7～9 φ150 160

17 高 丘 １ 号 高丘町15～16 φ100 45

18 高 丘 ２ 号 高丘町23 φ100 110

19 高 丘 ３ 号 高丘町26,35 φ100 35

20 高 丘 ４ 号 高丘町27 φ100 40

21 本 通 １ 丁 目 １ 号 本通1丁目35 φ100 35

神山1丁目1
22 神山１丁目２丁目１号 φ150 210

神山2丁目5～9

23 神 山 ２ 丁 目 １ 号 神山2丁目15 φ100 90

24 美 原 １ 丁 目 １ 号 美原1丁目18～22 φ200 260

25 桔 梗 ２ 丁 目 １ 号 桔梗2丁目10～19 φ200 165

26 桔 梗 ２ 丁 目 ２ 号 桔梗2丁目36～37 φ150 75

計 3,900

配 水 支 管 整 備 昭和4丁目5～7ほか3箇所 φ 50 555

大手町13,17

そ の 他 配 水 管 整 備 （一般国道279号函館市十字街電線共同溝 φ100 55

設置工事に伴う配水管移設工事）
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番号 工 事 名 施 行 箇 所 管 径 延 長

そ の 他 配 水 施 設 整 備 見晴ポンプ場陸上型増圧ポンプ更新ほか

事 業 費 (総延長 4,510ｍ) 1,166,012千円

ウ 東部地区水道施設事業

工 事 名 内 容

戸 井 地 区 水 道 施 設 整 備 小安増圧ポンプ更新工事

椴 法 華 地 区 水 道 施 設 整 備 配水管更新 φ150mm 152ｍ

南 茅 部 地 区 水 道 施 設 整 備 配水管更新 φ150mm 383ｍほか

事 業 費 153,136千円

エ 消火栓事業

工 事 名 内 容

消 火 栓 設 置 地上式消火栓 φ150mm 10基

事 業 費 19,594千円

(5) 令和8(2026)年度 温泉事業

ア 温泉供給設備事業

工 事 名 内 容

温 泉 供 給 管 布 設 替 供給本管更新 φ200～50mm 263ｍ

揚 湯 設 備 更 新 揚湯設備更新（湯川3丁目ポンプ場）

電 気 計 装 設 備 更 新 電気計装設備更新（湯川3丁目ポンプ場）

事 業 費 39,963千円

(6) 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

令和8年度から
松 倉 取 水 場 整 備 事 業 費 449,768千円

令和9年度まで
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湯川町３丁目

湯川町２丁目
湯川町１丁目

P
１丁目ポンプ場

P
３丁目ポンプ場

(12)令和8(2026)年度　温泉供給設備事業施行箇所図

縮尺=1/5000
電気計装設備更新

揚湯設備更新

供給本管更新 φ200～50mm  L=263m
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【 】公共下水道事業会計

(1) 業 務 の 予 定 量

ア 排 水 戸 数 115,331戸

イ 年 間 総 排 水 量 25,075,500立方メートル

ウ 一 日 平 均 排 水 量 68,700立方メートル

(2) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

下水道事業収益 7,948,772 下水道事業費用 7,002,055 内部留保資金（減価償却費等）

営 業 収 益 5,561,890 営 業 費 用 6,505,295 1,297,965千円

営業外収益 2,386,882 営業外費用 488,759

特 別 損 失 1

予 備 費 8,000

差 引 946,717

当年度純損益 843,559千円

(3) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資 本 的 収 入 3,189,226 資 本 的 支 出 5,435,084 資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する額2,245,858千円は，

企 業 債 1,571,300 建設改良費 1,921,236 当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

国庫補助金 343,225 企業債償還金 3,505,628 103,158千円

当年度分損益勘定留保資金
受益者負担金 1,957 長期貸付金 8,220 1,297,965千円

繰越利益剰余金処分額
他会計負担金 1,248,793 844,735千円

で補てんするものとする。

工事補償金 18,430

長期貸付金
5,521返 還 金

差 引 △2,245,858

△ 1,176千円当年度財源過不足額

1,955,535千円累積財源過不足額
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(4) 令和8(2026)年度 管渠事業

番号 工 事 名 施 行 箇 所 管 径 延 長 備考

mm ｍ大手町15,16

旭町7,8 φ1,000
1 大 手 Ⅰ 地 区 248 合流

東雲町4,5 ～φ600

大森町26,29

2 北 部 第 ５ 排 水 区 万代町8,9 φ1,350 24 雨水

3 金 堀 地 区 金堀町4,5 φ1,800 82 合流

4 湯 川 第 １ 排 水 区 湯川町2丁目17,18 φ500 61 雨水

高丘町8,11,15,16,23,24,26,27, φ200
5 戸 倉 地 区 163 汚水

35 ～φ100

高丘町10,11,15,16,23,24,26,27, φ1,200
6 戸 倉 第 ２ 排 水 区 421 雨水

35 ～φ300

φ700
7 上 湯 川 第 １ 排 水 区 上湯川町52～58,62,63 674 雨水

～φ250

8 昭 和 Ⅰ 地 区 美原1丁目28,30 φ200 67 汚水

φ600
9 亀 田 第 ４ 排 水 区 美原1丁目45～48 295 雨水

～φ350

φ450
10 小 田 島 排 水 区 昭和1丁目23,24,28 100 雨水

～φ300

舗 装 関 連 ・ 私 道 設 置 市内一円

公 共 桝 新 設 汚水桝設置 169基

事 業 費 （管渠延長 2,135ｍ） 1,006,020千円

(5) 令和8(2026)年度 ポンプ場事業

工 事 名 内 容

港第１ポンプ所電気計装設備 汚水ポンプ盤更新ほか

港 第 １ ポ ン プ 所 機 械 設 備 汚水ポンプ更新

旭岡第２ポンプ所電気計装設備 汚水ポンプ盤更新ほか

旭岡第２ポンプ所機械設備 汚水ポンプ更新

事 業 費 100,968千円
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(6) 令和8(2026)年度 処理場事業

工 事 名 内 容

汚水処理施設電気計装設備

令和 6 (2024)～ 8 (2026)年度 監視制御設備更新ほか
継続事業
総 額 1,025,344千円

汚 水 処 理 施 設
受電設備設置

環 境 部 発 電 電 力 受 電 設 備

汚 泥 処 理 施 設
受電設備設置

環 境 部 発 電 電 力 受 電 設 備

汚泥処理施設高圧受電設備

令和 8 (2026)～ 9 (2027)年度 受変電設備の更新
継続事業
総 額 459,900千円

事 業 費 748,178千円

(7) 令和8(2026)年度 特定環境事業

工 事 名 内 容

公 共 桝 新 設 汚水桝設置 2基

事 業 費 830千円

(8) 令和8(2026)年度 流域下水道事業

事 業 名 内 容

事業費383,336千円のうち函館市負担分

（事業主体：北海道）

函館湾流域下水道事業費負担金 函館湾浄化センター

汚水処理施設 最終沈殿池設備更新

汚水処理施設 沈砂池電気設備更新ほか

事 業 費 59,122千円

(9) 債務負担行為

事 項 期 間 限 度 額

令和8年度から
汚 水 処 理 施 設 事 業 費 180,000千円

令和9年度まで
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企業局

市役所

函館空港

五稜郭

亀田支所

湯川支所

銭亀沢支所

函館港

津　軽　海　峡

函館山

亀
田
川

松
倉
川

はこだて

ごりょうかく

ききょう

　　函　館　市
流域関連公共下水道
 （函館湾処理区）

　函　館　市
単独公共下水道
 （南処理区）

（南処理区）

（汚泥処理施設）

（汚水処理施設）

南部下水終末処理場

函館湾浄化センター

宇賀浦中継ポンプ場

住吉ポンプ場

港ポンプ場

大手ポンプ場

 湯　川
ポンプ場

志海苔ポンプ場

 湯川第１
 ポンプ所

汚水処理施設
 電気計装設備更新
 環境部発電電力受電設備設置

 

港第１ポンプ所
 電気計装設備更新
 機械設備更新
 

旭岡第２ポンプ所
 電気計装設備更新
 機械設備更新
 

汚泥処理施設
 環境部発電電力受電設備設置
 高圧受電設備更新

 

 （11）令和８(2026)年度　ポンプ場・処理場事業施行箇所図
Ｎ

市町界

函館湾処理区

南処理区

凡　　例

事業計画区域

0 1 2 3km

函　館　市

七飯町

北斗市

上　磯　町

大
野
町

25



函　館　市

七飯町

北斗市

企業局

市役所

函館空港

五稜郭

亀田支所

湯川支所

銭亀沢支所

函館港

津　軽　海　峡
函館山

亀
田
川

松
倉
川

はこだて

ごりょうかく

ききょう

　　函　館　市
流域関連公共下水道
 （函館湾処理区）

　函　館　市
単独公共下水道
 （南処理区）

（南処理区）

（汚泥処理施設）
（汚水処理施設）

南部下水終末処理場

函館湾浄化センター

宇賀浦中継ポンプ場

住吉ポンプ場

大手ポンプ場

港ポンプ場

志海苔ポンプ場

 湯　川
ポンプ場

函館湾流域下水道事業費負担金

（12）令和８(2026)年度　流域下水道事業（函館湾浄化センター）施行箇所図

Ｎ

市町界

函館湾処理区

南処理区

凡　　例

事業計画区域

0 1 2 3km                                                                                     
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【 】交 通 事 業 会 計

(1) 業 務 の 予 定 量

ア 車 両 数 32両

イ 年間走行キロメートル 814,676キロメートル

ウ 年 間 総 輸 送 人 員 5,346,796人

エ 一 日 平 均 輸 送 人 員 14,649人

(2) 収益的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

軌道事業収益 1,753,996 軌道事業費用 1,791,131 内部留保資金（減価償却費等）

営 業 収 益 1,265,935 営 業 費 用 1,722,723 284,665千円

営業外収益 488,061 営業外費用 65,407

特 別 損 失 1

予 備 費 3,000

差 引 △ 37,135

当年度純損益 △ 65,860千円

(3) 資本的収入及び支出

収 入 支 出 備 考

千円 千円

資本的収入 417,846 資本的支出 641,288 資本的収入額が資本的支出額に対
し不足する額223 , 4 4 2千円は

企 業 債 311,400 建設改良費 422,424 当年度分消費税及び地方消費税
資本的収支調整額

国庫補助金 60,826 企業債償還金 218,864 28,725千円
過年度分損益勘定留保資金

他会計補助金 45,620 29,127千円
当年度分損益勘定留保資金

165,590千円
で補てんするものとする。

差 引 △ 223,442

24,088千円当年度財源過不足額

53,215千円累積財源過不足額
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(4) 令和8(2026)年度 軌道費

工 事 名 内 容

駒場車庫前～アリーナ前間軌道改良 210.0ｍ

軌 道 改 良 堀川町～中央病院前間軌道制振化 111.2ｍ

宝来町～谷地頭間軌道制振化 130.0ｍ

事 業 費 282,168千円

(5) 令和8(2026)年度 電路費

工 事 名 内 容

変 電 所 改 良 電力監視システム更新

歩道拡幅に伴う電柱建替

電 車 架 線 改 良 十字街電線共同溝建設負担金

高砂通り電線共同溝建設負担金

事 業 費 45,227千円

(6) 令和8(2026)年度 車両費

工 事 名 内 容

車 体 改 良 暖房装置更新 1両

事 業 費 4,400千円

(7) 令和8(2026)年度 庁舎整備事業費

工 事 名 内 容

駒場庁舎等電気設備改修
庁 舎 整 備

駒場庁舎等空調設備改修

事 業 費 48,950千円
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0 500m 1000m

 （８）令和8(2026)年度　軌道施設建設改良事業施行箇所図

堀川町～中央病院前間軌道制振化工事

高砂通り電線共同溝建設負担金

駒場車庫前～アリーナ前間軌道改良工事

宝来町～谷地頭間軌道制振化工事

十字街電線共同溝建設負担金

歩道拡幅に伴う電柱建替工事

電力監視システム更新
駒場庁舎等電気設備改修工事
駒場庁舎等空調設備改修工事
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